
経営発達支援計画事業報告書 

（１）経営発達支援事業の実施期間（平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日） 

 

Ⅰ．経営発達支援事業の内容 

１.地域の経済動向調査に関すること【指針③】 

（１）実態調査の実施 

 地域の経済動向に関する情報を継続的かつ計画的に小規模事業者に提供し、小規模事業

者の経営上の問題点や課題の把握や事業計画の策定など経営の発達に役立てることを目的

に、地域の小規模事業者に対して、経営指導員による巡回と窓口相談時において、実態調

査を四半期に１回、「業況」「売上額」「収益」「仕入単価」「従業員数」「資金繰り」「設備投

資」「経営上の問題点」などを業種別、地区別に実施した。 

 

項目 H29年度実績 H29年度計画 達成率 

実態調査事業所数 １６１件 ２００件 80.5％ 

 

（２）各種調査資料による情報収集 

  地域金融機関など各種景況調査を利用して、地域の景気動向を４半期に１回調査・分

析する。今年度は調査したデータをデータベース化して運用することができなかったので、

各種調査資料との比較・分析をするところまで至らなかった。 

 

項目 H29年度実績 H29年度計画 達成率 

各種資料情報収集 未実施 ４回 0％ 

 

 （３）情報の整理・分析・活用 

 調査した情報のデータベース構築ができなかったことで、職員間の共有やホームページ

での情報提供もできなかった。次年度に向けてデータベース化して窓口・巡回相談時の支

援や講習会・セミナー開催に際して有効活用できるようにしたい。 

 

項目 H29年度実績 H29年度計画 達成率 

各種資料情報収集 未実施 ４回 0％ 

ＨＰでの情報発信 未実施 ４回 0％ 

巡回・窓口相談件数 ３３７ ３５０ 96.3％ 

セミナー参加者数 ３１人 ８０人 38.8％ 

 

 



２.経営状況の分析に関すること【指針①】 

 

小規模事業者の持続的発展に向けて、自社の経営資源を把握し、経営課題を認識した上

での取組実施が重要である。経営指導員の巡回訪問、窓口相談でのヒアリングと会社案内、

ホームページ、財務諸表などの関係資料を基に、「過去 3年の売上・利益の推移」「財務内

容」「人気商品・サービス」「技術」「ノウハウ」「こだわり」「社内体制」「取引先・顧客」

など小規模事業者の経営資源を把握する。また、事業計画策定を啓発する講習会やセミナ

ー参加者からも対象者の発掘を行なうとともに、経営実態の把握及び収集した情報のＳＷ

ＯＴ分析を行い、「強み・弱み」、「機会・脅威」の抽出をおこなうとともに、「必要収入か

らの目標売上高・粗利益」「商品・サービス別売上高・粗利益の推移」「得意先別売上高・

粗利益の推移」「新規顧客開拓・重要既存顧客」「市場ニーズに合わせた新たな強み・技術」

などを分析した。次年度はデータベース化することで、職員間の共有や事業計画書の作成

や計画実行支援に有効活用できるようにしたい。 

 

項目 H29年度実績 H29年度計画 達成率 

巡回・窓口相談件数 ３３７件 ３５０件 96.3％ 

セミナー参加者数 ３１人 ８０人 38.8％ 

経営分析件数 ７０件 ７５件 93.3％ 

 

３.事業計画策定支援に関すること【指針②】 

経営指導員による巡回訪問、窓口相談や講習会・セミナー開催を通じて事業計画策定の

必要性についての啓発や事業計画策定を目指す支援対象者の開拓をするとともに、少子高

齢化社会やグローバル化など経営環境の変化に対応できる小規模事業者の持続的な発展を

目的に地域の経済状況やニーズを把握、分析した上で、実現可能性を確保したシンプルで

わかりやすい目標設定・共有して、事業者と一緒に定期的なチェック・検証・改善活動の

繰り返しできる資金調達や販路開拓を具体的に含めた事業計画の作成を支援した。事業計

画書作成や補助金などの支援件数は減少したが、専門家派遣や融資支援のニーズは高かっ

たので、次年度はデータベース化を進め、より地域ニーズに対応できる事業計画書作成支

援をしていきたい。 

項目 H29年度実績 H29年度計画 達成率 

専門家派遣件数 ３４件 １５件 226.7％ 

事業計画書作成支援件数 １８件 ３５件 54.1％ 

資金繰り・融資支援件数 ６５件 ５０件 130.0％ 

補助金・経営革新支援件数 １９件 ３５件 54.3％ 

※Ｈ２９年補助金・経営革新支援件数は小規模事業者持続化補助金 13件、ものづくり・ 

商業・サービス革新補助金申請 2件、経営力向上計画申請 4件 



４.事業計画策定後の実施支援に関すること【指針②】 

事業計画策定後の事業所に対して、経営指導員が原則４半期に一度巡回訪問し、計画実

施の進捗状況の確認と地域の経済動向や需要動向、経営分析結果をもとにアドバイスをす

ることで、目標達成まで定期的にフォローアップを行った。次年度は需要動向や経営分析

については、今後データベース化を進めて有効活用することで、効果的なフォローアップ

につなげていきたい。 

 

項目 H29年度実績 H29年度計画 達成率 

フォローアップ件数 ２５件 ３５件 71.4％ 

 

５.需要動向調査に関すること【指針③】 

  小規模事業者の顧客ニーズや市場動向に沿った商品・サービスを開発する目的で自社

で取り扱っている商品やサービスに関するマーケティング情報を収集し、整理、分析して

小規模事業者に提供した。ＢｔｏＣの場合は、「売れ筋商品」、「トレンド」「消費動向」「市

場動向」「業界動向」等を情報収集するとともに、展示商談会や即売会など販路開拓のイベ

ント出展の際に来場者に対して共にニーズ調査の為のアンケートやヒアリングを行った。

ＢｔｏＢの場合は、展示会において来場者へのアンケートの実施やニーズのヒアリング、

取引先のデータなどを事業者と共に情報収集した。特に摂津市と摂津市内の優れた製品を

認定する摂津ブランド認定制度をスタートさせたことで、展示会で摂津ブランドの独自ブ

ースを出展できるようになり、事業者に代わってニーズ調査ができるようになった。 

 

項目 H29年度実績 H29年度計画 達成率 

経営分析事業者数 ７０件 ７５件 93.3％ 

需要動向調査分析件数(BtoC) ２０件 ３０件 66.7％ 

需要動向調査分析件数(BtoB) ６件 ８件 75.0％ 

 

６.新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること【指針④】 

 

小規模事業者が顧客ニーズや市場動向に沿った商品・サービスを開発し、販路開拓・販売

促進することを目的にイベントや展示会、ビジネスマッチングフェア等への出展支援やＩ

Ｔを活用した情報発信力の強化を支援し、商品・サービスを消費者や顧客に認知してもら

うとともに、口コミを利用して、新たな需要開拓につなげた。 

小売・飲食・サービス業の小規模事業者は地域の顧客ニーズ合った販路開拓支援を中心

に顧客との接点を増やすイベント出展による知名度アップや口コミによる新規顧客獲得に

つなげた。プロモーションや専門的な相談については専門家による支援も行った。 

 



※小売・飲食・サービス業（BtoC）イベント出展支援 

事業名 H29実績 H28実績 昨年比 

摂津まちゼミ ２３社 ２０社 115％ 

100円商店街 ４７社 ７９社 59％ 

アート de ごはん １６件 １６社 100％ 

チャレンジショップ ７件 ７社 100％ 

北摂地ヂカラフェスタ ４社 ６社 66.7％ 

なわてふれあい商工まつり 開催中止 ２社 － 

 

工業の小規模事業者の販路開拓支援については、ビジネスマッチングフェアなどの展示

会への出展支援を中心に行った。特に摂津ブランド認定企業である６社については、顧客

ニーズ調査やマッチングを事業者に代わって直接支援することができたので、新規顧客開

拓につながった。 

※工業（BtoB）出展支援 

事業名 H29実績 H28実績 昨年比 

摂津市ビジネス＆テクノフェア ７９社 ７５社 115％ 

大阪勧業展 ４社 ６社 59％ 

 

（３）ＩＴを活用した情報発信力の強化 

ＩＴ活用経営促進支援事業のセミナーに参加してもらうことで、ＩＴを活用した情報発信

力の強化の必要性を認識してもらい、食べログの無料店舗会員やＳＮＳ（Facebook、LINE、

Twitter等）を活用した無料の情報発信、パソコン、スマートフォン・タブレットによる情

報発信、製造業のHP活用促進することで、商品・サービスを消費者や顧客に認知しても

らい、口コミを利用して、新たな需要開拓支援を行った。摂津ブランド認定企業６社の製

品については、関西大学の学生と一緒に各種イベント出展や地域ケーブルテレビ J-comを

通じて、知名度やブランド力向上に取り組んだ。 

 

事業名 H29実績 H29年度計画 達成率 

イベント出展支援件数（BtoC） １２１社 １１０件 110％ 

新規客獲得事業者数(BtoC) ２０社 ３５件 57.1％ 

展示会出店支援件数(BtoB) ２３社 ３５件 65.7％ 

展示会商談件数（BtoB） １８社 ３０件 60％ 

IT活用セミナー参加数 ２１人 ２５人 84％ 

 

 

 



Ⅱ．地域経済の活性化に資する取組 

地域経済活性化を目的とした商工業活性化事業等を摂津市、摂津市鉄工会、摂津市商店

連合会、北おおさか信用金庫、大阪彩都総合研究所と今後の地域方向性・目標の共有を図

りながら、連携して取り組みました。 

 

事業名 H29実績 H28実績 昨年比 

摂津ブランド認定事業 ６社 － － 

小規模店舗参加型スクラッチカード事業 ２０９社 １８７件 112％ 

摂津市ビジネス＆テクノフェア ７９社 ７５社 115％ 

製造業経営者支援事業 １５社 １５件 100％ 

摂津まちゼミ ２３社 ２０社 115％ 

100円商店街 ４７社 ７９社 59％ 

あーと de ごはん １６件 １６社 100％ 

チャレンジショップ ７件 ７社 100％ 

 

Ⅲ．経営発達支援事業の円滑な実施に向けた支援力向上のための取り組み 

1．他の支援機関との連携を通じた支援ノウハウ等の情報交換に関すること 

 地域全体の支援機関の情報収集・支援能力向上と小規模事業者に効果的な支援を目的に、

他の金融機関や支援機関と連携して、支援機関が有している独自の情報や支援ノウハウを

情報交換を行った。 

 

連携した金融機関・支援機関 H29実績 H28実績 昨年比 

日本政策金融公庫（協議数） ３回 ３回 100％ 

北おおさか信用金庫（連携融資件数） ５件 ４件 125％ 

北摂地域中小企業支援プラットフォーム １回 １回 100％ 

大阪府内創業支援機関ネットワーク ３回 ３回 100％ 

 

２．経営指導員等の資質向上等に関すること 

経営指導員の資質向上については、大阪府商工会連合会の経営指導員研修に積極的に参

加するとともに、事業計画策定、マーケティング、経営革新、金融支援等に若手職員が専

門家やベテラン職員と一緒に巡回訪問や支援に取り組むことで専門的な支援ノウハウの取

得することができた。しかし、巡回時の現場での学びを職員間で共有する仕組みとして、

経営支援マニュアルを業種別に作成したが、調査や分析データのデータベース化をするこ

とができなかった影響でマニュアルの更新や経営支援ノウハウを共有するための職員研修

を月１回開催することができなかった。次年度はデータベース化するとともに職員間でノ

ウハウの共有をして効果的な支援につなげていきたい。 



事業内容 H29実績 H29年度計画 達成率 

外部研修会参加回数 ４６回 ５５回 83.6％ 

ＯＪＴによる資質向上 １１２回 １２０回 125％ 

経営支援マニュアル更新回数 ０回 １２回 0％ 

経営支援職員研修開催回数 １回 １２回 8.3％ 

 

３.事業の評価及び見直しをするための仕組みに関すること 

 小規模事業者の効果的な支援をどれだけ実施しているかＰＤＣＡサイクルを構築し、本

計画の実施事業に対して毎年度、以下の方法により事業の成果を評価・見直しする。 

 

（１）中小企業診断士等の外部有識者により、年１回事業の実施状況、成果について評価・

見直しをしてもらう。 

 

（２）見直し案をもとに、経営発達支援会議において、評価・見直しについてまとめる。 

 

（３）事業の成果・評価・見直しの結果については、理事会へ報告し承認を受ける。 

 

（４）事業の成果・評価・見直しの結果をホームページに掲載して、小規模事業者が常に

閲覧できるように計画期間中公表する。 

 

 

【外部有識者コメント】 

本年度は計画初年度にあたり、従来からの取り組みを活かしつつ、経営発達支援計画の

実施体制の整備に主眼を置いた取り組みをされている。数値目標に対する達成率は項目に

よって差異はあるものの、小規模事業者に対する個別支援に関わる項目については概ね良

好な達成率となっており、評価できる。 

取組内容を質的視点で見ると、いくつか改善点もある。たとえば、調査事業については、

調査データの分析・活用が不十分であった点、経営状況分析、事業計画策定・実施支援に

ついては、案件によって深掘りに差がある点、需要開拓や地域経済活性化については個社

の売上・利益への貢献度が不明確である点などである。 

次年度は、こうした改善点を踏まえ、取り組みの質的向上を期待したい。 

 

                        中小企業診断士 高野 淨  


